
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域のイベントに良く参加する方が 

常連になっている現状 
 

他のイベントと日程が被った時に 

参加者が激減するので、 

多様な世代のいろいろな方が 

参加してくださるカフェを目指す 

 

参加者より学生の方が 

知名度が低いと感じている 

 
学内での知名度↑ 
地域での知名度↑ 

 

京都府立大学は”府の大学”であるにもかかわらず、 

学生と地域の連携・交流が図られていないということを課題として認識し、 

地域と大学の懸け橋になるべく 2013 年設立。 
 

発表団体名： 

京都府立大学 

京都地域未来創造センター学生部会かごら 

 

連携メンバー： 

フレンドフーズ株式会社、葵学区社会福祉協議会、 

北山街協同組合、北山ぱーとなーず 

活動地域：左京区、北区   活動時期：2013 年 4 月～ 

京都府立大学学生部会かごらによる地域貢献活動 

～地域と学生の懸け橋に！～ 

 

ワークショップ・フリートーク 

打ち解けて話すうちに、参加者の方のことをよく知ったり 

逆に学生のことを知ってもらうことで、 

親しくなれたと感じる時間を大切にしています。 

サークル発表 

京都府立大学に限らず近隣の大学のサークルをお呼びして 

パフォーマンスを地域の方と楽しんでいます。地域の方に学

生の活動を知ってもらう機会になっています。 

 

前半企画 

季節に合わせたクイズやゲームを毎月考えています。 

コミュニケーションを取りやすい雰囲気を作るため、 

毎回初めに行っています。 

 

Instagram:kitayama_kagora 
Gmail:kagora.kpu@gmail.com 

次回のかごらカフェは 12/21(土）です 
お気軽にどなたでもお越しください 

 

参加者

学生

知名度に関するアンケート

低いと感じる
どちらかというと低い
どちらかというと高い
高いと感じる

       大学構内で無料のコミュニティカフェを開催しています。 

       月に一度、土曜日に開催しているかごらの主要な活動です。  
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